
(57)【要約】
【課題】
　茶葉、米類、麦類、薬草、コーヒー豆の農産物から残留農薬を大量、安価、品質、組成
を劣化させること無く除去する方法に関する。
【解決手段】
農産物を過熱水蒸気の雰囲気中、１８０～２８０℃の温度で加熱乾燥することを特徴とす
る。
上記農産物が茶葉であって、加熱時間が６０～１８０秒であることを特徴とする。
上記農産物が玄米、玄麦であって、加熱時間が２～４分で４～６回繰り返し行うことを特
徴とする。 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
農 産 物 を 過 熱 水 蒸 気 の 雰 囲 気 中 、 １ ８ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 温 度 で 加 熱 乾 燥 す る こ と を 特 徴 と す
る 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 農 産 物 が 茶 葉 で あ っ て 、 加 熱 時 間 が ６ ０ ～ １ ８ ０ 秒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 農 産 物 が 玄 米 、 玄 麦 で あ っ て 、 加 熱 時 間 が ２ ～ ４ 分 で ４ ～ ６ 回 繰 り 返 し 行 う こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 に 係 わ り 、 更 に 詳 し く は 、 茶 葉 、 米 類 、 麦 類 、
薬 草 等 の 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 茶 葉 、 米 類 、 麦 類 、 薬 草 、 コ ー ヒ ー 豆 の 農 産 物 は 人 間 の 飲 食 に 供 さ れ る も の で 無 農 薬 で
栽 培 さ れ る こ と が 望 ま し い が 、 現 実 は 農 薬 が 散 布 さ れ て い る 。
従 来 茶 葉 等 の 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 と し て は 、 洗 浄 水 の 超 音 波 振 動 で 除 去 す る 方
法 （ 特 許 文 献 １ ） 、 酸 化 チ タ ン の 触 媒 を 利 用 し て 除 去 す る 方 法 （ 特 許 文 献 ２ ） 、 ス フ ェ ロ
ゾ ー ム を 含 有 す る 非 水 溶 性 農 薬 除 去 剤 （ 特 許 文 献 ３ ） が 開 示 さ れ て い る が い ず れ も 除 去 し
き れ ず 農 薬 が 残 留 す る 欠 点 、 コ ス ト 高 、 鮮 度 が 落 ち る 等 の 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ２ １ ０ ２ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ５ ７ ６ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ １ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 安 価 、 簡 単 、 成 分 、 品 質 、
鮮 度 を 劣 化 さ せ る こ と 無 く 農 薬 を 完 全 除 去 出 来 る 方 法 を 提 供 せ ん と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 問 題 点 に 関 し て 鋭 意 研 究 を 行 っ た 結 果 、 下 記 の 知 見 を 得 た 。
す な わ ち 茶 葉 、 米 類 、 麦 類 、 薬 草 、 コ ー ヒ ー 豆 の 農 産 物 を 、 過 熱 水 蒸 気 の 雰 囲 気 中 、
１ ８ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 温 度 で 加 熱 乾 燥 し 、 茶 葉 に あ っ て は 、 加 熱 時 間 ６ ０ ～ １ ８ ０ 秒 が 好 ま
し い こ と 、 そ し て 玄 米 、 玄 麦 に あ っ て は 、 加 熱 時 間 ２ ～ ４ 分 で ４ ～ ６ 回 繰 り 返 し 行 う こ と
が 好 ま し い こ と を 見 出 し た 。
本 発 明 の 以 上 の 知 見 に 基 づ い て な さ れ た も の で 、 下 記 の 構 成 か ら な る も の で あ る 。
１ ． 農 産 物 を 過 熱 水 蒸 気 の 雰 囲 気 中 、 １ ８ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 温 度 で 加 熱 乾 燥 す る こ と を 特 徴
と す る 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 。
２ ． 上 記 農 産 物 が 茶 葉 で あ っ て 、 加 熱 時 間 が ６ ０ ～ １ ８ ０ 秒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 上 記
１ に 記 載 の 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 。
３ ． 上 記 農 産 物 が 玄 米 、 玄 麦 で あ っ て 、 加 熱 時 間 が ２ ～ ４ 分 で ４ ～ ６ 回 繰 り 返 し 行 う こ と
を 特 徴 と す る 上 記 １ に 記 載 の 農 産 物 か ら 農 薬 を 除 去 す る 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
農 薬 除 去 率 が 高 い （ 農 薬 が 残 存 し な い ）
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鮮 度 、 成 分 、 品 質 が 劣 化 し な い
大 量 処 理 が 可 能 で あ る
極 め て 安 価 で あ る
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
茶 葉 の 農 薬 除 去 処 理
茶 葉 に 対 し て 荒 茶 の 工 程 で 行 う 。
す な わ ち 茶 園 で 摘 ん だ 茶 葉 を 洗 浄 し た 後 、 温 度 １ ８ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 過 熱 水 蒸 気 の 雰 囲 気 に
６ ０ ～ １ ８ ０ 秒 当 て る と 表 面 に 残 存 す る 農 薬 成 分 が 揮 散 蒸 発 す る 。
過 熱 水 蒸 気 は 無 酸 素 状 態 で あ る の で 、 茶 葉 は 鮮 度 、 品 質 、 成 分 が 劣 化 す る こ と も 無 く 、 農
薬 成 分 の み を 揮 散 除 去 で き る 。
加 熱 後 の 茶 葉 は 粗 揉 、 揉 捻 、 中 揉 、 精 揉 、 乾 燥 等 の 処 理 を し て 荒 茶 と し て 、 つ い で 火 入 れ
、 篩 分 け 等 の 仕 上 げ 処 理 を し て 製 品 と す る 。
加 熱 温 度 、 時 間 が 上 限 を 越 え た と き 、 鮮 度 、 品 質 、 成 分 劣 化 す る の で 好 ま し く な い 。
下 限 未 満 で は 農 薬 の 揮 散 除 去 が 不 十 分 で 一 部 残 留 す る の で 、 下 限 以 上 が 好 ま し い 。
薬 草 に つ い て は 、 茶 葉 と 同 じ 条 件 で 処 理 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
米 類 、 麦 類 、 コ ー ヒ ー 豆 等 に つ い て は 、 茶 葉 と 同 じ く 温 度 １ ８ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 過 熱 水 蒸 気
の 雰 囲 気 で 、 加 熱 時 間 ２ ～ ４ 分 で ４ ～ ６ 回 （ ト ー タ ル ８ ～ ２ ４ 分 ） 繰 り 返 す と 表 面 に 残 存
す る 農 薬 成 分 が 揮 散 蒸 発 す る 。
米 類 、 麦 類 は 玄 米 、 玄 麦 の 状 態 で 加 熱 す る こ と が 出 来 る 。
加 熱 温 度 、 時 間 が 上 限 を 越 え た と き 、 鮮 度 、 品 質 、 成 分 劣 化 す る の で 好 ま し く な い 。
下 限 未 満 で は 農 薬 の 揮 散 除 去 が 不 十 分 で 一 部 残 留 す る の で 、 下 限 以 上 が 好 ま し い 。
コ ー ヒ ー 豆 等 に つ い て は 、 米 類 、 麦 類 と 同 じ 条 件 で 処 理 で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 茶 葉 の 加 熱 テ ス ト
　 生 茶 葉 に 農 薬 ク ロ チ ア ニ ジ ン の 1000倍 液 に 浸 漬 後 、 取 り 出 し て 乾 燥 し て す り つ ぶ し て 残
留 農 薬 量 を ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 で 定 量 し た 。
次 に 、 農 薬 ク ロ チ ア ニ ジ ン の 1000倍 液 に 浸 漬 後 、 取 り 出 し て 乾 燥 し た 生 茶 葉 ５ ０ ０ ｇ を ス
テ ン レ ス 製 の 箱 に 入 れ て 、 内 容 積 ５ ０ ０ × ５ ０ ０ × ５ ０ ０ mmの 過 熱 水 蒸 気 加 熱 炉 に 入 れ て
、 ２ ５ ０ ℃ で ６ ０ 秒 加 熱 後 、 取 り 出 し て 冷 却 し た 。
取 り 出 し た 生 茶 葉 を す り つ ぶ し て 残 留 農 薬 量 を 定 量 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 結 果
　 加 熱 処 理 前 の 残 留 農 薬 量 と 加 熱 後 の 農 薬 量 を 比 較 す る と 、 加 熱 前 の 農 薬 は 過 熱 水 蒸 気 に
よ る 加 熱 で １ ０ ０ ％ 揮 散 除 去 で き た 。
ま た 脱 色 、 香 味 が 消 え る こ と も 無 か っ た 。
カ フ ェ イ ン 、 タ ン ニ ン 、 ビ タ ミ ン Ｃ の 成 分 変 化 も 認 め ら れ な か っ た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ １ 】
米 の 加 熱 テ ス ト
　 玄 米 を 農 薬 ア グ ロ ス リ ン の ２ ０ ０ ０ 倍 液 に 浸 漬 後 、 取 り 出 し て 乾 燥 し て 、 す り つ ぶ し て
粉 に し て 残 留 農 薬 量 を ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 で 定 量 し た 。
次 に 、 農 薬 ア グ ロ ス リ ン の ２ ０ ０ ０ 倍 液 に 浸 漬 後 、 取 り 出 し て 乾 燥 し た 玄 米 ５ ０ ０ ｇ を ス
テ ン レ ス 製 の 箱 に 入 れ て 、 内 容 積 ５ ０ ０ × ５ ０ ０ × ５ ０ ０ mmの 過 熱 水 蒸 気 加 熱 炉 に 入 れ て
、 ２ ０ ０ ℃ で ３ 分 ／ １ 回 、 ５ 回 繰 り 返 し て 加 熱 し た 。
冷 却 後 、 玄 米 を す り つ ぶ し て 粉 に し て 残 留 農 薬 量 を 定 量 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 結 果
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　 加 熱 処 理 前 の 残 留 農 薬 量 と 加 熱 後 の 農 薬 量 を 比 較 す る と 、 加 熱 前 の 農 薬 は 過 熱 水 蒸 気 に
よ る 加 熱 に よ っ て １ ０ ０ ％ 揮 散 除 去 で き た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ３ 】
茶 葉 、 米 等 の 農 産 物 の 残 留 農 薬 を 大 量 、 か つ 安 価 に 完 全 除 去 処 理 で き る の で 、 農 業 分 野 で
極 め て 有 用 な 技 術 で あ る 。
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